
    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しかし父は僕たちに言いつけた、『…食べて楽しもうではないか。 

このむすこが死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つ 

かったのだから』。  それから祝宴がはじまった。」 (聖書) 

   

発行：堺市東区南野田 364-7 
北野田キリスト教会 大岡 

（駅から３分、線路沿い） 
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kitanoda@wonder.ocn.ne.jp 

http://www.kitanoda.net     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイブルの愛 
～永遠の命～ 

  

 

2026.８月 

土 土 土 

「この息子が死んでいたのに生き返り、い

なくなっていたのに見つかった‼」 

ある父親にふたりの息子がいて、そのう

ちの弟の方が、父の財産を先に分けてくれ

るよう頼み、そのお金をもって、自分の好

きなように生きるのですが、お金も使い果

たした頃、その地方にひどい飢饉があって、

食べることも出来ないほどに。このままだ

と死んでしまう…と思った時、彼は父の元

に帰ろうと決意します。「立って、父のとこ

ろへ帰って、こう言おう、父よ、わたしは

天に対しても、あなたにむかっても、罪を

犯しました。もう、あなたのむすこと呼ば

れる資格はありません。どうぞ雇人のひと

り同様にしてください」(聖書) 

父は息子の帰りを待ち続けていました。

息子の姿を見つけると、まだ遠く離れてい

たのに、哀れに思って走り寄り、抱きしめ

たのです。そして、汚れた着物を脱がせて、 

 

「さあ、早く、最上の着物を出してきて

この子に着せ、指輪を手にはめ、はきも

のを足にはかせなさい… 食べて楽しも

うではないか。 このむすこが死んでい

たのに生き返り、いなくなっていたのに

見つかったのだから。」(聖書)   

実は、これは父なる神と、私たちの関

係で、神様はご自分のもとに立ち帰るの

を待ち続けておられます。見えない神の

もとに帰れるように、目に見える神の御

子イエス・キリストを送り、彼を十字架

につけて、彼の死をもって、人類の罪を

裁き済みとされました。それなので、主

イエスは「わたしは道であり、真理であ

り、命である…」と。イエス・キリスト

の十字架の意味を受け取るなら、その道

を通って、神のもとに帰れます。 

人間の幸いは神のもとにあります。神

に創られた人間だからです。 
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「８月伝道礼拝」 ご案内  
日時： ８/２３(日)  10:30～11:40 

 

初めての方にも分かりやすい 聖書のお話しです。 

キリストを信じて救われた人の証やさんびもあります。 

無理な勧誘など一切ありませんので、ぜひお気軽にお越し下さい。 

会場：駅から 3分の北野田キリスト教会 

子ども対象の「教会学校」 

毎日曜の昼１:30～３:30で行っています。 

聖書のお話と工作やクッキングなど、楽しい 

プログラムも用意しています。 

親御さんもご一緒にご参加下さい。 駅から南へ 3分、線路沿い。

車でのお越しは、地図の通

り、西除け川を沿って。P有。

カーナビではなぜか無理で

す。ご注意下さい。  

☎ 072-235-0522 

 

 

当教会は、統一協会、ものみの党(エホバの証人)、モルモン教などの異端ではありません。お困りの方はご相談下さい。 

    「新約聖書小型版」無料プレゼント！ 

ご希望の方は、「新約聖書希望」と書いて、ハガキでご応募下さい。 

〒599-8124堺市東区南野田 364-7 北野田キリスト教会まで。 
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み
ま
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い
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し
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流
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し
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で
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、
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が
今
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で
に
な
か
っ
た
よ
ろ
こ
び
で
す
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主
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お
し
え
に
し
た
が
い
、
苦
し
み
に
さ
え
感
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出
来
る
日
の
来
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。 

故星野富弘さん(1946 年～2024 年)は、中学校の体育の先生でしたが、

鉄棒の模範演技中に転落し、全身麻痺になってしまわれ、闘病生活では悶々

とした日々が続きましたが、やがてキリスト教と出会って、クリスチャンに

なられ、口に筆を咥えて野花を描いたり、すばらしい詩を紡ぐクリスチャン

絵画として、活動してこられました。   (2024 年 4 月 28 日召天) 

                  

「故 星野富弘さんの詩画集より」 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http://www.reedorganclub.jp/roc/jp/link.j.frame.htm&psig=AOvVaw3sOFw4Tnb2TyTKsFIdW9mB&ust=1598626616239000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCICexr7Su-sCFQAAAAAdAAAAABAD

